
















































氏 名 野口 和則 
 






第 7 章では，河床波流れ特有の組織構造，すなわちコルク・ボイル渦の 3 次元性に注目し
た．本章では水面側にカメラを設置し x-z(流下-横断)平面を計測することでコルク・ボイル渦
による流れや浮遊粒子の横断方向への拡散を計測した．さらに本章では，実験した河床波流


















2. Ejection が発生している領域では局所的に粒子濃度が増加し，一方で Sweep が発生して
いる空間では局所粒子濃度が減少した．これは粒子の浮上と流れの組織構造の関係を示
した重要な特性であり，既往研究において示唆された特性を実証できた． 
3. 平坦河床流れから河床波流れが発達するまでの過程において，河床形状が徐々に大きく
なり，河床波頂部からの逆流域が発生した時点で流れ場の特性が大きく変化し，乱れ強
度が急激に増大した．その際，流れ場の特性変化に伴って粒子濃度も増加した． 
4. 河床波流れに特有の底面近傍からの上昇流，すなわちコルク・ボイル渦の可視化を行い，
渦構造の 3次元性を示した．さらに渦構造に追随する粒子挙動を同時計測することで，
ボイル渦によって粒子が浮上し，その後ボイル渦外部へと浮遊粒子が拡散する様子が実
験的に示された． 
上記のような，新規性のある成果および既往研究において示唆された現象の詳細な考察な
どを行っている．特に粒子に起因する乱れの増幅・減衰の限界が，流れのミクロスケールで
ある Kolmogoroff スケールによって支配される可能性を示唆した点は学術上寄与するところ
が少なくない． 
また，多くの実験的研究が詳細な水理条件下で高精度に行われており，これらは固液混相
流を数値計算的に研究する上で非常に有用なデータであると考えられる．以上より，本論文
は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める．また，平成２１年１１月２６日，
論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格と認めた． 
 
 
 
